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一般市民による医学図書館の利用状況

新潟大学附属図書館旭町分館

星和夫

Ⅰ．はじめに

「開かれた大学」「鵬般市民への公開」について、

歴史的にはどうなのか探ってみた。

他大学関係者や卒業生を「学外者」と捉えて、

早くから多くの大学で開放を実施してきている

が、大学間儒者だけでなく、広く一般市民への公

開となると、大学自体の地域への貿献が強く求め

られる1980年代以降である。

80年代半ばの朝日新聞投番欄から図啓館公開

への市民の声を拾ってみた1）。

・朝日新聞85年5月23日「大学園函館の閉鎖

性に疑問」

・朝日新聞粥年6月9日「旅行者にすら西独で

は大学図画館を開放」

・朝日新聞85年6月9日「大学図函館の一般利

用促進」文部省

・朝日新聞85年6月17日「閲覧自由へ、更に

改善望む」

・朝日新聞粥年7月29日「自信を持って市場

解放図れ」

この年85年は、文部省が実施Lている「大学

固番館実態調査」に、地域住民などを利周対象者

としているかどうかの調査項目が、初めて設けら

れた年でもある。

85年6月9日の記事を見てみると、西ドイツの

大学囲啓館の例を出し、血般人にも貸出カードを
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作ってくれ、外国人旅行者ですら自由に閲覧でき

ると紹介Lながら、国民の税金によって賄ってい

る国立大学なら、せめて館内閲覧くらいは国民に

開放せよと主張している。また、5月23日の「大

学図書館の閉鎖性に疑問」の投番を受け、6月9

日に文部省が「大学園曹館の一般利用促進」とい

う題で、回答めいた投審をLている。内容は、大

部分の大学国賓館が学外者の利用を認めている。

特に国立大学は、その96％が大学関係者以外の

方々も利用Lでいる。文部省では、国立大学の図

啓館については、大学の敵背・研究に支障のない

範囲で、できる限り公開きれるよう働きかけてき

でおり、大学当局の構極的な協力をいただいてい

ると述べている。ただし、食後のくだりでは、資

料を利用したい時は、公共同番館を通じたり、あ

るいは直接大学園審館にその利用方法を聞いてく

れと結んでいる。つまり、－いきなり直接大学図書

館を訪れても、門前払いのところが多いという実

態を物語っている。

このように、新聞への投書、文部科学省からの

指導、そして「大学図書館実態調査」で図書館の

公開状況調査がされると、国立大学図書館を中心

に、一般市民への公開せ行おうとする図書館が急

に増えてくるが、この年代の公開の内容とLては、

土日・祝日でも開館E＝ま閲覧できるという閲覧が

主であった。固啓の貸出は勿論、入館手続きや、

参考質問など市民にとっては、様々な制限があり、

当時はまだまだハードルが商かった。

90年代に入ると、大学を取り巻く環境が変化

し、社会への貢献が一段と求められる時代になり、

単なる入館から、もっと自由に利用させてほしい

という投書に変わってくる。92年7月に学術審譲
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会が｢大学図書館の開放という新しいニーズに対

応できるサービス機能について検討を｣と答申し

ているが､ 93年1月の新開では3割の開放にとど

まっている｡

･朝日新開93年1月4日｢住民拒む大学図書館､

開放組わずか3剖｣

･朝日新聞93年11月19日｢大学図書館の一般

開放望む｣

･朝日新聞94年8月30日｢大学図書館の開放

を進めて｣

･朝日新聞95年2月6日｢大学図書館､なお関

銭的 開放は約3割 学外者には様々な制

限｣

･朝日新聞97年4月18日｢生涯学習に大学図
書館開放｣

95年2月6日付の新聞内容でも､日本国書館協

会の調査を例にとり､開放している図書館は約3

剖であると指摘している｡この年代でも､大学図

書館の開放は進んでいないことが分かる｡また､

この日の記事には､新潟大学附属図書館(以下､

当館)の例が載っており､名簿に名前を書くだけ

で利用できる図書館として紹介しているQ

この90年代半ばは､一般市民が大学図書館の

図書を借りたいと思った時は､公共図書館(県立

図書館や市立図書館)に行き､公共図書館経由で

図書を借りるという制度をとっている大学図書館

が大部分であった.当館の貸出も同様で､公共図

書館経由で実施していた｡この年代は､大学図書

館と公共図書館が相互利用の協定を結ぶことに真

剣に取組んでおり､当館は先駆的で､ 84年にい

ち早くこの相互協定を県立図書館と市立図書館と

で結んでいるo

II.大学図書虎の一般市民への開放と利用状況

文部科学省で実施している｢大学図書館実態調

査結果報告｣2)から､開放と利用状況を調べてみ

た｡調査項目は､

(1)学外者の図書館の利用について認めている

かどうか｡

(2)利用を認めている範囲｡その範囲は､
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表1一般市民への開放と利用状況

1983年度1988年度1993年度2002年度

学外者の国有館の

利用を認めている
96.5 94.7 97.9 97.5

地域住民を認める 81.9 76.5 83･8 88･9

他大学固着館の
96.0 92.4 91.6 78.3

#*

館長の許可等 2g.6 44.1 42･4 41
･8

情報検索サービス 6.4 22･5 40･4 72･0

館内閲覧 96.2 98･9 99･6 97･1

館外貸出 29.8 34･8 36･9 44･0

複写サービス 91.6 97･4 95･3 92･9

レファレンス

サービス
26,5 13.2 16.6 56.5

(大学図書館実態調査結果報告 数字は%)

ア)他大学の学生 イ)他大学の研究者

り)その他(いわゆる地域住民､民間の研

究者等)

(3)利用を認める場合の条件｡その条件は､

ア)他大学図書館の紹介 イ)公共図昏館等

の紹介 り)研究者の紹介 エ)身分証明啓

等の提示 オ)その他(館長の許可等)

(4)利用の範囲は､情報検索サービスほか5項

目である(表1)0

調査時点の83年度から5年おきに調べてみた

が､大学数も変化しており､数値を見たばかりで

は判断がつきにくい項目もある｡調査村象の大学

数は､ 83年度に453大学だったのが､ 2002年度

には650大学になっている｡学外者の図書館利用

を認めている大学数は､ここ20年ほとんど変わ

らないパーセンテージであり､一部の私立大学を

除いて95-98%のほとんどの大学が利用を認め

ている｡

しかし､利用条件は､他大学図書館の紹介がな

いと利用できないなど､学外者にとって不便な結

果となっている｡

利用の範囲の情報検索サービスは､パソコンを

用意してあるので､そこの大学の蔵書検索くらい

は自由にできそうだが,インターネットや電子ジ
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表2 一般市民を認めている館室統計

1983年度1g88年度1993年度 2002年度

利用対象者 21館 23館 18舘 44館

(そのイ也) (99館) (102館) (106館) (131館)

日本医学図書館協会加盟館統計(認めている館室/調査対象館室)

ヤーナル利用は恐らく多くの大学でできないので

はないだろうか｡館内閲覧はどこの大学でも自由

にでき､複写サービスもコイン式複写機を置き自

由にできる図書館が多くなってきているので､こ

の表の数値が示すとおりである｡しかし,館外貸

出､レファレンスサービスは敷居が高そうである｡

ⅠⅠⅠ.医学図書億における一般市民の利用状況

医学図書館の一般市民利用状況について､日本

医学図書館協会(以下､医図協)が実施している

｢日本医学図書館協会加盟館統計｣3)から分析し

てみたo毎年実施している統計で､今年で73回

を数えることから英横のある統計である｡

図番館の公開について調査を実施したのは､

2002年度統計からで､それ以前は公開について

の統計は不明である｡また､医図協に加盟してい

る館室は､大学図審館のほか病院図書室､製薬会

社図書室などいろいろあり､文部科学省が実施し

ている｢大学図書館実態調査結果報告｣とは比較

することはできないo

調査項目に学外者を認めているかどうかがある

ので､その館室の状況を83年度から5年おきに

調べてみた｡ 83年度調査時点で21館室だったの

が､昨年は44館室になっており､最近の開放状

況の変化が読み取れる(表2)0

99年から統計の取り方を変更し､情報サービ

スを学外者にどう提供しているか調査しているの

で､ 4年間ではあるが調べてみた｡調査対象館室

は､ 99年に123館室であったが､ 2002年は131館

室である｡学外者も利用できるネットワークサー

ビスでは､自館の蔵書目録検索ができるOPACは､

年々増加しているが､その他のサービスを実施し

ている館主は少ない｡オンラインジャーナルを提

供している館室も数館ある(図1)0
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図2 学外者へのサービスの範関

学外者へのサービスの範囲では､閲覧や複写が

できる館室は多いが､貸出や学外-の文献複写依

板を実施している館室は少ない状況である(図

2)0

次に､図書館の公開について調査を実施した

2002年度統計から､公開とサービス内容につい

て調べてみた｡ 131調査館中120館室が公開して

いる(国3).公開している鋸室のサービス内容

を患者､製薬会社､一般市民別に拾いだしてみた｡

この調査でいう患者は､自館の機関の病院にかか

っている人で､市内の開業医院等にかかっている

患者は､一般市民として統計をとっている｡実施

した調査では､この他の対象者として､他大学の

学生､他大学の研究者､地域医療従事者､卒業生

があったが､比較的サービス内容が恵まれている

ので省略した.

館内閲覧や複写サービスは割と多くの館室でサ

ービスしているが､貸出や情報検索は門戸が開か
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日本医学図書館協会加盟館統計 2002年

図3 図書館の公開

れていない｡また､情報検索もOPACのみの館も

多く､インターネットを認めている館は少ない

(表3)｡利用の条件もいろいろあるが､主なもの

を列挙してみた｡地域の開放講座等の受講者が利

用できる条件のところや,貸出は県内公共図書館

から申込むよう指示しているところもある｡

利用の条件

･患者は主治医の紹介状が必要

･公共図書館の紹介状を持参､公共図書館利用

登鈴音､地域の開放講座等の受講者

･館内資料を利用して調査･研究する者のみ利
用可

･県医師会会員､看護協会会員が利用対象

･薬学図書館協議会加盟企業に限定

･日本医学図書館協会加盟の製薬会社には館外

貸出を除いて公開

･共済病院関係者のみ対象

･情報検索でネットワーク検索は代行で対応

･貸出は県内公共図書館との相互協定による貸

出

･貸出は本学関係者の紹介が必要

一貸出は20歳以上で県内在住の者

ⅠⅥ 新潟大学の地域貢献

開かれた大学の観点から､新潟大学の地域貢献

について現状を報告する｡国立大学も2004年度

から独立行政法人化になる予定で､大学をあげて

地域貢献が叫ばれている｡
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表3 サービス内容

患者 製薬会社 その他一般市民

館内閲覧 36 64 63

館外貸出 7 10 14

複写サービス 40 65 61

情報検索 22 30 36

参考調査 35 45 50

施設利用 10 17 15

日本医学図音館協会加盟館統計 2002

新潟大学では､地域貢献として､全学規模でラ

ジオ･テレビ講座や公開講座は勿論であるが,高

校生･中学生を対象とした訪問学習の実施､サテ

ライト教室の開講､旭町展示館の出展など多くの

分野で取組みが行われている｡また､農学部フィ

ールド科学教育研究センターや工学部は､施設を

利用した体験学習を行っているo

図書館も旭町展示館への出展を行っており､来

年開講予定のサテライト教室で､図替館の紹介を

実施することが決まっている｡また,昨年は荻野

式で有名な荻野久作氏の講演会を実施した｡

Ⅵ 新潟大学附属図書館の一般市民利用

当館は, 2000年4月に一般市民の利用に関する

要項を定め､一般市民として利用できる人を｢学

術にかかわる学習又は調査･研究を目的とする

20歳以上のもの｣と規定している｡

一般市民の方が当館を利用しようとする場合は､

朝日新聞の記事でも紹介したが､カウンターに

｢学外者来館記録簿｣を用意しているので､これに

記帳するだけで入館できる｡五十嵐地区にある中

央図書館は､記録簿に記帳するだけでよいが､旭

町分館は､ ｢自動入退館システム｣を設置している

ので､記録簿に記帳後｢入館カード｣を受け取り､

このカードでゲートを通ることになっている｡

貸出を希望する場合は､貸出カードである｢図

書館利用カード｣が必要である｡ ｢利用カード交

付申請書｣に必要事項を記入し､身分証明書や公

的機関が発行した証明書の運転免許証･健康保険



証を提示し交付を受けることになる｡このカード

の有効期限は､当該年度末までなので､継続利用

希望の場合は更新手続きが必要である｡また､貸

出は県内在住者に限っている｡

一般市民の方が当館を利用できる範囲は､館内

での図書･雑誌の閲覧､ -般図書の貸出､ただし､

図書館に備え付けている図書だけで､研究室備え

付け図書や雑誌類は貸出できない｡貸出は､ 2冊

14日以内となっている｡複写もできるが､中央

図書館はプリペイドカード式(大学生協販売のた

め､大学生協が休業の土日･祝日は前もって購入

しておく等の注意が必要)､旭町分館はコイン式

(いわゆる10円コピー機)の複写機を用意してい

る｡

パソコンを利用した情報検索は､ OPACや｢医

学中央雑誌｣ ｢MEDLINE｣は自由に利用できる｡

インターネット利用は､旭町分館では､端末1台

を用意しているが､プリンターの用意がなく､プ

リントアウトができない｡電子ジャーナル利用は､

全文を見ることはできるがプリントアウトができ

ない状態である.

ただし､ ProQuestの電子ジャーナルは､プリ

ンターを設置しているので､プ1)ントアウトもで

きる｡その他､資料についての参考質問も受けて

いる｡

当館の統計から､一般市民の方の利用状況を分

析してみたo正式に一般市民の方に貸出を認めた

のが､ 2000年4月からなので､この年からの統計

しかない｡市民への貸出状況は､毎月順調な貸出

状況で､月平均200冊程度の貸出である｡毎年伸

びていて､今年度は半年で2,000冊を超えている

(表4)0

貸出に必要な利用カードの登録者数は､毎年

500人くらいで､中央図書館は男性が多いが､旭

町分館は女性が多い結果となっているo旭町分館

登録者の勤務先をみてみると､病院関係者や看

護･福祉関係の方が多い｡

年代別登録者数を表にしてみたが､ 20代が多

いのは､他大学の学生と放送大学学生がよく利用

している結果である｡旭町分館は､放送大学新潟

13
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表4 新潟大学図啓館一般市民利用状況

貸出冊数

平成12年度 平成13年度14年4月-9月

中央国事館 1.487 1,416 1,190

旭町分館 525 1
,032

818

合計 2,01 2 2,448 2,008

萱音量音数

平成12年度 平成13年度14年4月-9月

中央国賓館 男性 236 172 84

中央図寄館 女性 160 115 52

旭町分鶴 男性 58 60 21

旭町分館 女性 94 1 61 87

合計 548 508 244

年代別登偉音数

平成12年度 平成13年度14年4月-9月

20代 266 281 143

30代 1 10 96 52

40代 63 65 24

50代 64 44 1 2

60代 84 19 10

70代 11 3 3

含言† 548 5 08 244

地域学習センターと合築しており､放送大学が旭

町分館のすぐ隣にあるので､その結果が統計にも

出ている｡

日本図書館協会が毎年実施している｢大学図書

館調査票｣4)から旭町分館の学外者利用状況を分

析してみたo奉仕という項目の中で､その他とい

う卒業生や社会人等を対象とした貸出者数と貸出

冊数を記入する欄があるので､ 79年から調査項

目のある2001年まで調べてみた(図4)｡学外者

への貸出を正式に認めたのが2000年からで､こ

れ以前の数字の大部分は､後ほど紹介する新潟市

民病院と県立がんセンターの利用である｡近年は､

放送大学学生と一般市民の利用で､ 2001年は貸

出者数､貸出冊数とも大きな伸びをしている｡
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図4 旭町分館の学外者貸出状況

新潟県病院図書室と旭町分館との繋がりを

2000年6月に刊行した｢新潟大学五十年史｣5)か

ら紹介する｡ 20数年前から相互協力していて､

特に新潟市民病院と県立がんセンターは､雑誌を

中心とした利用目的のため､毎週定期的に担当者

が分館に来館していると記述されている｡

また､この五十年史には､新潟県病院図書室研

究会が87年に発足して以来､研修会等を開催す

ると分館職貞が講師を引き受け､地域医療図書館

活動に貢献してきていることも記述されている｡

ⅤⅠ.旭町分館における一般市民への開放

旭町分館職員は､正職員が8人､パート職貞が

4人｡利用対象者は,学生･大学院生が約2,000

人､職員が約1,500人､計3,500人｡分舘の利用

者数は､ 1日約300人｡貸出冊数は､ 1日約100冊｡

座席数は357席｡蔵書数は約15万冊で､内､単

行書が85,000冊､製本雑誌が65,000冊o研究室

貸出で各講座等へ貸出している冊数を含めると､

旭町地区全体で約35万冊である｡

医科系大学図書館が果たす役割は､その資料の

収集､提供およびサービス面からみて､第一義的

には医学系研究者と学生を対象として行ってい

る｡旭町分館も現在はこの対象者を中心としてサ

ービスを実施している｡

患者へのサービスという点では､病院回春室や

他医科系大学図書館に比較すると遅れており､一

般市民と同様に扱っているのが現状である｡現在

の分館職員数と利用者数を考えると､大きく踏み

出した患者へのサービスはむずかしい課題であ

る｡また､本学の学生には貸出冊数が5冊で､雑

誌も1週間の期限であるが貸出を認めており､一

般市民の方へのサービスと異なっている｡今後の

一般市民の利用を考えると､将来的には市民のた

めの資料収集のあり方､貸出範囲の検討も課題と

して残っている｡

ⅥⅠ.おわりに

現在､国立大学の改革が推進され､山梨大学と

山梨医科大学､筑波大学と図書館情報大学の統合

を始め､再編統合の動きが活発化している.新潟

大学も上越教育大学､長岡科学技術大学と統合に

向けた動きをしている｡目的は活力ある大学づく

りだが､効率化･合理化も同時に求められてい

る.

一方､ 2004年度に国立大学が独立行政法人に

なろうとしており､各国立大学では, 2004年度

法人化にむけて中期目標･中期計画作成準備に入

っているが､その中で､効率化･合理化は勿論､

いかにして収入を伸ばすか､この努力により､固

から交付される運営交付金の額が適ってくるの

で､この収入のあり方も同時に検討されている｡

このような不安定な動きの中で､熱心に地域開

放に取組み､一般市民に館外貸出サービスを行う

国立大学図書館も増えてきているが､今後､独立

行政法人化後は､図書館使用料金､図書館サービ

スにかかわる料金の問題が浮上してくるのは必至

である｡お金を払わなければ､図書館が利用でき

ない時代がやってくるかも知れない｡

当館の一般市民への図書の貸出は､県内在住の

20歳以上の方と紹介したが､やはり､学生と同

様､返却期限に遅れ督促を受ける方が何人かいるo

本人への督促は勿論であるが､職場や実家に督促

することもあり大変であるo また､一部の市民で

はあるが､座席を占有しているかに見受けられる

市民もおり､市民への開放に疑問を持っている職

員も出てきている｡

せっかく､大学図書館が市民への開放を積極的

に実施しようと取組んでいるのだから､開放の趣
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旨を理解され上手な図書館利用をされるよう希望

して報告とする｡
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